
最終成果報告会 

特別経費事業 

附属学校園を活用した新たな学校教育制度設計に係る調査研究 
―高度専門的研究力を持つ教員養成・現職研修システムの構築と幼小接続期の新学校制度開発― 

お茶の水女子大学 附属学校園 

お茶の水女子大学は2010年度から特別経費事業「附属学校園を活用した新たな学校 
教育制度設計に係る調査研究」に採択され、探究力・活用力の育成をテーマに、 
大学と附属幼稚園、附属小学校、附属中学校、附属高等学校の教員による連携研究を 
すすめてまいりました。今回はこれまでの研究の最終成果をご報告いたします。 
教員、研究者、教員を目指す学生の皆さまのご参加を心よりお待ちしています。 

参加費：無料  事前申込・当日参加可 
※ 最終成果報告会申込サイト（こくちーずプロ http://www.kokuchpro.com/event/sesd0822/）で 
  事前申し込みができます。当日参加も可能ですが、準備の都合上、お申込みいただくと助かります。 
※ 昼食は各自でご用意ください（食堂・購買部が休業のため、学内では購入できません） 

2015年8月22日（土） 9：00受付開始 
場所：お茶の水女子大学 大学本館306室 

主催 お茶の水女子大学 学校教育研究部 
 

問合せ お茶の水女子大学 学校教育研究部 
 

〒112-8610 東京都文京区大塚2-1-1  ℡03-5978-2704 
 

info-gakko@cc.ocha.ac.jp  ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞhttp://www.cf.ocha.ac.jp/sesd/index.html 

探究力・活用力育成テーマ別研究 

 ・基調講演 
   「子どもの探究力・活用力を育てる教育 

        ～メタ認知を活用した授業デザイン～」 
     内田伸子氏 （十文字学園女子大学特任教授・本学名誉教授） 

 ・重点研究 
    プロジェクトから（大学院高度教育研究副専攻/追跡調査） 
    現職研修 
    幼小接続期カリキュラムについて 

 ・テーマ別部会研究報告  
    小中高教員のICT活用/表現を広げ、深める/算数・数学 
            理科/ ことばを育む相互交流/自学・自主研究 
    社会的ジレンマの理論・実践研究 

 ・シンポジウム 
    「附属学校園を活用した新たな学校教育制度設計に係る 
     調査研究」の成果（仮） 



 午前の部： 基調講演・研究報告 9：20～12：10 
 9：00- 受付開始 

 9：20-  9：30 附属学校部長挨拶、本日の報告会の概要について、講師紹介 

 9：30-10：40 基調講演  
  「子どもの探究力・活用力を育てる教育 ～メタ認知を活用した授業デザイン～」 
     内田 伸子氏 （十文字学園女子大学特任教授・本学名誉教授） 

10：40-10：55 休憩 

10：55-11：15 重点研究 プロジェクトから  
 大学院高度教育研究副専攻 
 追跡調査 

11：15-11：35 重点研究 現職研修 

11：35-11：55 重点研究 幼小接続期カリキュラムについて 

11：55-12：05 講評（内田伸子氏） 

12：05-12：10 諸連絡 その他 

お茶の水女子大学 附属学校園 
探究力・活用力育成テーマ別研究  

最終成果報告会プログラム 

 午後の部： 研究報告・シンポジウム 13：20～16：30 

13：20-15：05 テーマ別部会研究報告 （各１５分） 
 小中高教員のICT活用  
 表現を広げ、深める 
 算数・数学 
 理科 
 ことばを育む相互交流   
 自学・自主研究 
 社会的ジレンマの理論・実践研究 

15：05-15：20 休憩 

15：20-16：30 シンポジウム 
 「附属学校園を活用した新たな学校教育制度設計に係る調査研究」の成果 
                                             （仮） 

昼食休憩 12：10-13：20 
※ 昼食は各自でご用意ください。食堂・購買部が休業のため、学内では購入できません。 
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